
「教会生活―聖霊論」
テキスト　「聖霊」　福音出版社
序　言
　このガイドブックは、教団の信徒教育プログラムに従って、各地域教会で信徒の学びを指導する牧師、伝道師、その他の指導者たちのために準備されたものです。
  その目的は限られた時間の中で、初めてこの種の学びをする人たちに、どのようにしたら最も効果的に話をし、所期の目的を果たすことができるかを提案し、助言することにあります。従ってこれはあくまでもガイドであって、必ずしもこの通りにしなくてはならないものではありません。受講生の状態に応じて手直しをし、最も適切な方法で教えるよう工夫をこらしてください。
講座についての説明
　１　この種の講座を開催するときは、できるだけ大ぜい参加できる日時を
      選ぶことが大切です。
　２　日時がきまったら、なるべく早く発表し、参加者が予定をとれるよう
      にします。
　３　テキストも一週間前には配布し、あらかじめ読んで参加できるように
　　　します。
　４　この単元は４時間ですが、１時間ずつ４回の授業になります。
　５　ワークブックがありますので、１回ごとに記入してもらい、次回まで
      に採点して返すようにします。もちろん、テキストを見ながら記入し
　　　てよいのです。
　６　間違いは返却する際に説明をし、よく納得するようにさせてください。
　７　祈りで始め、その課にふさわしい祈りで終わるようにします。
本講座についての注意
　１  テキストは13章から成り、13時間以上必要な内容をもっていますが、
　　　この単元は４時間ですので、一部分のみ教えることになります。
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　２　今回扱うのは　１  聖霊の性質
                    ４  信者の中における聖霊
                    ５  聖霊の働き
                    ６  聖霊のバプテスマ
                    ７  聖霊のバプテスマの最初のしるし
                    ８  聖霊のバプテスマを受ける方法
                    ９  満たされつづけること
 　   以上で、聖霊理解とバプテスマ、満たされる生活に限定します。
  ３　生徒のレベルに対し、テキストの内容が豊富ですので、重要なポイン
　　　トに焦点をしぼる必要があります。
  ４　１時間で教えきれない場合（解答、ワークブックの時間も全部含めて）
      要点をさらにしぼってください。
  ５　指導者はあらかじめテキスト全体を通読し、教える部分の位置関係を
      把握しておいてください。特に２　旧約時代における聖霊、３　新約
　　　時代における聖霊をよく理解しておいてください。この二つの時代に
　　　おける相違は、旧約では聖霊はある特定の人物の上に、特定の情況に
　　　おいて一時期臨み、働かれたが、新約時代にはすべての信徒にとどま
　　　るために来られたということを理解しておいてください。
  ６　聖霊論に関する本が多く出版されているので、参考に多く読んでおく
　　　とよいでしょう。しかし受講者にこのテキスト以上のことを話そうと
　　　すると負担が大きすぎると思われます。自分の力としてたくわえてお
　　　く方がよいでしょう。
  ７　質問が出たときに説明できるように備えておくことが必要です。どう
      しても答えられないときは、次回までに調べておくことを約束し、そ
      の約束を守るようにします。
  ８　各課の冒頭にある聖句を生徒にゆっくり声を出して読んでもらうよう
　　　にします。
  ９　難しい用語はきちんと説明できるように準備してください。
　10　講座終了後、テキストの他の部分も時間をかけて学ぶように励まして
      ください。
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指導者の姿勢
  １  御霊が真理を示し、理解させてくださるよう、よく祈り、期待するこ　　　と。
  ２  自分の語ることに確信をもつこと。不明瞭な点はよく調べ、自分自身      納得をすること。
  ３  心をこめて熱心に語ること。
  ４  生徒が間違っても責めたり、さばいたりしないで、やさしく教えてあ      げること。
  ５  常に明るくふるまい、すべてのことに余裕をもって対処し、わずかの      成長をも喜ぶこと。
参考資料
  Ｐ．Ｃ．ネルソン    改訂信仰綱要解説  　福 音 出 版 社　　　　　　  カール･ブルムバック  ｢これ何事ぞ」  　　　　　〃
  スタンレー･ホートン  ｢あらゆる真理に｣　 　　　〃
  ブラント･ホッジス　  ｢聖霊の偉大さ」          〃
　弓山喜代馬        　 ｢聖霊論」                〃
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第一課    聖霊の性質
テキスト　１　聖霊の性質
◇指導上の要点
  ・第一課は抽象的内容ですので、理解を深めるようゆっくり進めます。
  ・「聖霊」といっても何だかわからない人もいるでしょうから、神の霊で
　　今私たちの中に働いておられる神であることを冒頭で説明します。
  ・入門コースの教理で、神の三位一体について学んでいればよいのですが、
    学んでいない場合はこの説明も必要になります。
  ・聖霊は三位一体の第三位格で、父と御子から出、働かれる神であること
　　を指摘します。
  ・「聖霊の人格」では、神の人格性を示し、従って聖霊も単なる感化力で
　　なく、人格であると示します。その「人格」は、英語のパーソナリティ
　 （Personality)、ラテン語のペルソナのことで、そのものの存在を形成し
　　ている特質を示すことばであることを指摘します。そしてペルソナは通
　　常、知性、感情、意志を持つこと、特に意志は重要な要素であることを
　　語ります。
  ・「聖霊の神性」では神の属性を説明し、あわせて聖霊の所有する属性を
　　説明します。それは永遠性、遍在性、全知、全能で、それが創造のわざ、
　　新生のわざに現わされることを指摘します。
　・「名称」のところでは、神の霊、キリストの霊、きよめの御霊に集中し
　　てください｡｢聖霊」という名称自体、ギリシャ語では固有名詞でなく、
　　「霊、すなわち聖なる（もの)」という形で記されています｡｢聖なる霊｣､
　　「きよめる霊」です。名称は性質を表すことがしばしばです。
　　「きよめる霊」はローマ１：４に見られます。
  ・「象徴」は混乱させるといけないので、省略した方がよいでしょう。
第二課　信者の中における聖霊
テキスト　４　信者の中における聖霊　　５　聖霊の働き
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◇指導上の要点
  ・ここではテキストの２課分を扱いますので、要点だけになります。特に
　　「聖霊の働き」の中の「子たることを確かにする」は省略します。
  ・聖霊は遠い方ではなく、今現在、教会の中に、そして私たち個々人の中
　　に働かれる方であることを学びます。その働きを論理的に要約して提示
　　します。｢罪を認めさせる」はヨハネ１６：８～１１の説明ですので、
　　よい註解書にあたっておいてください。
　・罪と義とさばきについて「目を開く」「誤りを認めさせる」とあります
　　が、これはギリシャ語で「エレコン」という裁判用語です。それは「有
　　罪とする、罪（非行）を悟らせる」ということです。
  ・「新しく生まれさせる」ではヨハネ３章をもとにしています。この新生
  　は霊的な誕生であり、御霊によるものであること、また霊的いのちを与
　　えるものであることを指摘します。人間のすることは罪の悔い改めとキ
　　リストへの信仰告白ですが、そのときに御霊が働いて新生の経験を与え、
　  さらに確信を与えてくださることをしっかり打ち込みます（エペソ１：　　１３、１４参照)｡
  ・新生と合わせて、またその後の信仰生活において御霊はきよめのわざを
　　行ない、完成を目指して私たちを進ませてくださることを説明します。
  ・世の終わりには私たちを天に引き上げ、完成させてくださいますが、そ
　　れまでの間、聖霊は私たちを満たし、いやしてくださることを簡単に扱
　　っておきます。
  ・地上での信徒の生活の中で、聖霊は内住しておられることを指摘します。
  ・そして真理の御霊として真理に導く教師であること、その真理はキリス
　　ト御自身であること、真理が記されている聖書を正しく理解できるよう
　　にしてくださることを説明します。
  ・同時に、聖霊は慰め手、助け手であることを示します。ヨハネ1４：1
　　６、２６ではパラクレートスというギリシャ語が使われており、これは
　　「そばにいて（愛のゆえに）慰め、助けてくださる方」を意味すること
　　を指摘します。従って聖霊は私たちの祈りの中でも（あるいは祈れない
　　ようなときでも）助けてくださることを説明します。
  ・ここで聖霊がいかに信仰生活の中で大切な方であるかが理解されると思
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　　われるので、内住の聖霊を覚え、さらに親しい関係に入るよう、聖霊に
　　思いを向けるように導いてください。これが次の課の準備になります。
第三課　聖霊のバプテスマ
テキスト　６　聖霊のバプテスマ　　７  聖霊のバプテスマのしるし
◇指導上の要点
  ・聖句はヨエル２：２８～３２、使徒２：１～２１となっていますが、中
    心を使徒２：１～２１に置き、ヨエルはその背景として示す方がよいで
    しょう。
  ・ペンテコステの日の聖霊降臨に至る過程として、主の約束、十字架、復
　　活、昇天、五旬節の流れを説明します。
  ・ペンテコステということばは「五旬節」、すなわち旬は１０日を意味す
　　るので５０日の祭りを意味すること、それは過越の祭りから５０日目の
　　祭りであることを説明しておきます。
  ・五旬節の出来事は十字架と同様、歴史的には一回限りのことですが、十
　　字架によって救いがすべての人に及んだように、聖霊の恵みがすべての
　　人に及ぶようになった始まりであることを指摘します（使徒２：３９と
　　ヨエル２：２８～３２参照)｡
　・「聖霊のバプテスマ｣(使徒１：５）と「聖霊の満たし｣(２：４）は基本
　　的に同じことですが、最初の満たしの体験のことをバプテスマと言い、
　　継続的にバプテスマを受けるとは言わないことを理解してください。
  ・「バプテスマと新生との関係」では、両者を明確に区分するようにしてください。時間的には同時に起こることも可能ですが、論理的には新生
　　なしにバプテスマはあり得ません（ヨハネ1４：1７)｡ただ聖霊の内住
　　との関係で「彼らは聖霊を持っていたが、満たされる必要があった｣(P25)
    という表現は誤解を招きやすいので注意してください。
  ・聖霊が内住しておられても、その人を完全に支配、コントロールしてい
　  るとは限りません。満たされること、バプテスマを受けることは完全に
　　聖霊の支配下に置かれることです。全存在を聖霊にゆだね、コントロー
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　　ルしていただくときに、聖霊の力があふれ出るようになるのです。その
　　意味で、聖霊が下ると、力を受けて証人となるのです。
  ・「聖霊のバプテスマの最初のしるし」では「最初の」ということばに注
　　意してください。聖霊に満たされたしるしは、聖霊の実を結ぶこと、霊
　　的変化が生じることであると言うのは間違っていません。しかしそれら
　　はすぐには現われてきません。けれども異言はバプテスマを受けた直後
　　あるいは御霊に満たされたときに、最初に現れるしるしであって、使徒
　　の働きではそれ以外のときには現われない現象です。
  ・「聖霊の饗宴」では簡単に使徒行伝(使徒の働き)の記事の中で、人々が
　　聖霊に満たされたときに異言を語り始めたことを指摘すればよいでしょ
　　う（２：４、１０：４６、１９：７）。そしてある場合は、それによっ 
   て周囲がそのことを認識したことを指摘してください。８：１７～１９
　　では、異言は記録されていませんが、暗示されていることを示してくだ
　　さい。
　・異言は御霊が語らせることばで（使徒２：４）、語り手には何を話して
　　いるか自分でわからないものです。聖霊に満たされることによって舌と
　　唇がひとりでに動いて、知らないことばを語り出すものであることを説
　　明します。そのことばは聞き手に理解できることもあることを指摘して
　　おいたらよいでしょう（使徒２：７～１１）。
　・「しるしとしての異言は賜物とは異る」は複雑になりますので、賜物に 
　　ついて学ぶときにゆだねて、今回は省略します。
第四課　聖霊のバプテスマを受ける方法
テキスト　８　聖霊のバプテスマを受ける方法　９  満たされつづけること
◇指導上の要点
  ・具体的な方法を扱うところですが、間違った指導をしないよう注意して　　ください。
  ・ここで注意すべきことは、聖霊のバプテスマは賜物であって（Ⅰコリン
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　　ト１２の賜物とは別の意味で)､主が与えてくださるものであり、私たち
    が何かの方法で獲得するものでないということです。
  ・従って通常は祈りの中で与えられるものですが（使徒1０：４４は違
　　う)、これといった定まった形式はないことを説明します。姿勢も場所
　　も時間も一定ではなく、主がよしとされたときに与えられます。
  ・前に学んだように、新生は絶対条件です。ただ、正しい心の状態や聖霊
　　を求める願いや態度が求められていることを強調してください。
  ・具体的には心を開き、すべてを主にゆだね、まかせ、賛美をし、感謝を
    し、主への思いを集中していくことが必要であることを説明します。
  ・さらにつけ加えるならば、声に出して祈ること、聖霊が臨まれると舌が
　　もつれてくるけれども、その際に無理に日本語で祈ろうとしたり、ハレ
　　ルヤを繰り返して言おうとしないこと、舌も唇も共に自然に動くように
    まかせ、心では神を賛美し続けるようにすることが肝要です。
  ・助祷も助けになるが、なくても受けられることを一言指摘してください。
  ・「満たされつづけること」では、バプテスマは霊的生活の入口であるこ
　　とをしっかり指摘してください。到達感、卒業感は禁物です。
  ・聖書の重要な教えは常に満たされていることです。エペソ５:1８は「御
　　霊に満たされていなさい」と訳すべきで、恒常的に満たされていること
    が命令されていることに注意を向けてください。
  ・それは前に学んだように、常に聖霊の支配下にいるということであって、
　　たびたび満たされて、満たされた状態を続けるよう指摘してください。
  ・「バプテスマの意味するもの」では、奉仕と成長の領域での可能性をも
　　たらすとありますが、あくまで可能性が開かれるだけであって、私たち
　  がそれに踏み出さなければならないことを注意してください。
  ・ただ異言を語っているだけでなく、信仰をもって積極的に求め、踏み出
　　すときに、豊かな外部への奉仕の生活が始まり（賜物)､あわせて内部の
　　生活が充実する（御霊の実）ことを説明します。
  ・継続の方法としては、聖霊第一、神第一の生活をし、祈りに励み、みこ
　　とばを多く読み、学び、それに従うこと、愛の実践をすると共に自分自
　　身を清く保つこと、換言すればキリスト者生活の原則を忠実に行なうこ
　　とを簡潔に指摘してください。
成-初-教 - 8
  ・学課として聖霊のバプテスマについて学んだのですから、生徒に求める
　　気持ちがあるかどうかを確認し、祈りに導いてください。最初ですから、
    短時間で受霊しない場合は、一旦打ちきり、なるべく早く別の機会を設
　　けて祈るようにしてください。
  ・ワークブックは祈った後、記入してもらってください。

